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山形県教育委員会では、ふるさと塾「出前講座」事業を行っています。「出前講座」とは「地域文

化の伝承活動等を行っているふるさと塾活動賛同団体が、他団体との交流会・研修会を通して今後の

団体活動の活性化を促すこと。」・「団体・学校における文化伝承活動のレベルアップや課題解決のた

めに、講師から指導・助言を受けて、技能の向上や活動内容の充実を図ること。」の二つを目的とし

て講師料の補助などを行っているものです。今年度は７団体からの申し込みをいただき、地域の団体

の方から子どもたちにご指導いただきました。（子ども園１園、小学校５校、中学校１校） 

実施した学校などからは、「昔から地域に伝わる昔話を知り、子ども達が郷土への理解と郷土愛を

深めることができた。」等の感想をいただきました。「出前講座」は学校等からのお申込みだけではな

く、団体のレベルアップや課題解決のための 

研修会などにもご活用いただけます。来年度 

も４月から５月にかけて募集する予定です。 

実施時期が令和5年度内であれば募集の対象 

になりますので、ぜひご活用ください。詳し 

くは最上教育事務所「ふるさと塾担当」まで 

お問合せください。 

 地域学校協働活動推進員養成講座（第３期） 
地域学校協働活動推進員養成講座（第 3期）が、1月 25日（水）にオンラインで開催されました。例

年山形市を会場に行われていましたが、今回はオンライン開催ということもあり、最上地区から１０名の参

加がありました。研修では、大石田町教育委員会の統括的な地域学校協働活動推進員の村上孝氏による事例

紹介、そして NPO 法人教員支援ネットワーク T-KNIT 代表理事の塩畑貴志氏による講演とグループワー

クが行われました。 

村上氏からは、大石田町の小・中学校における実践事例の紹介がありました。大石田町では、子どもたち

は3校の小学校から１つの中学校に進学します。また、令和9年度には全ての小学校を統合する計画です。

それらを視野に入れて 3 校合同で取り組んでいる「サンサンスタディ」の活動では、村上氏が総合的な学

習の指導案を作成し、学年毎に３校が合同で活動に取り組んでいることなどを紹介していただきました。 

次に塩畑氏の講演とグループワークが行われました。講演の途中にブレイクアウトルームでアイスブレ

ークをしたり、チャット機能を利用した参加者の質問等に返答したりと、塩畑氏が参加者に楽しく受講して

もらおうという願いが伝わる研修となりました。最後に、塩畑氏からは、地域の知らないこと・知らない人

を知ることで地域の資源を生かし、みんなで繋がり合って幸せを共有していこうという「繋ぐ役割の人は

『先進事例』ではなく、『先人事例』を知ろう」という言葉が紹介されました。 

最上地区からも積極的な発言・チャット機能での質問があり、参加した方にとってプラスの材料を多くい

ただいた研修となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 4日（土） 新庄・最上ジモト大学フォーラム 

ヤングボランティア交流会 

＜ゆめりあ＞ 

10日（金） 成人期・高齢期教育研修会 

＜オンライン＞ 

15日（水） 県スポーツ推進委員 

第４回理事会 ＜オンライン＞ 

16日（木） 県社会教育委員の会議 

＜オンライン＞ 

18日（土） 県自作視聴覚教材コンクール 

表彰式・発表会 

＜遊学館＞ 

20日（月） 第３回市町村社会教育主管課

長会議＜総合支庁＞ 

27日（月） 地区生涯教育推進協議会第３

回理事会及び地区自作視聴覚

教材コンクール表彰式 

＜ゆめりあ＞ 

28日（火） 地区ヤングボランティア運営会

議②＜ゆめりあ＞ 

 

最上広域スポーツセンター 

スポーツクラブミーティング 兼  
クラブ指導者スキルアップセミナー 

〇１2月３日(土) 新庄市民文化会館小ホール  

参加者28名 

（総合型地域スポーツクラブ関係者 各市町村職員） 

☆講義「最上地区の総合型地域スポーツクラブの連携」 

  金山町健康ふれあいスポーツクラブ  

栗田伸一 氏 

☆クループワーク、各クラブからの事業紹介 

栗田伸一氏からはクラブ間の融合の意義や手法、

留意点、更には今後のビジョンに至るまで、ご自身

の経験をもとにお話しいただきました。また、中学

校部活動と総合型地域スポーツクラブとの連携が

今後さらに加速することを確認し、現段階での情報

と課題を共有することができました。 

グループワークではクラブ間の新たな連携の仕

組みを話し合い、収益アップにつなげる事例を共有

することができまし 

た。今回のクラブミ 

ーティングは、将来 

を見据え、部活動の 

地域移行を広域で考 

える第一歩を踏み出 

す良い機会となりま 

した。 

山形県スポーツ少年団最上地区協議会 

令和４年度アクティブチャイルドプログラム普及促進研修会 
○１２月１１日(日) わくわく新庄 研修室 多目的ホール 参加者１９名 

 日本スポーツ協会は、子どもが発達段階に応じて身につけておくことが望ましい動きを習得する運動プ

ログラムとして、アクティブチャイルドプログラムを開発しました。今回の普及促進研修会には、最上管内の

スポーツ少年団の指導者を中心に１９名の参加がありました。研修会は理論編(講義)と実技編(運動遊び、

指導法・指導技術)、総合討論（振り返り）の３部構成で行われました。講師の高砂晃氏（村山教育事務所）か

らは、研修会で得た内容を次の日からのスポーツ少年団活動に生かせる 

ようご指導いただきました。動き作りの実技では、ボールや縄跳び用ロー 

プの活用とともに、身近にある新聞紙も活用しました。新聞紙は、広げる、 

折る、丸める等、形を変化させることで、走る、バランスをとる、投げる等 

の動き作りの指導に生かせることを学びました。アクティブチャイルドプ 

ログラムの中には、子どもたちが体を動かしたくなる面白いと感じさせ 

る仕掛けがあり、参加者の方々も楽しみながら多くの動きを体験するこ 

とができる研修会となりました。 


